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研究成果の概要（和文）：本研究は英語の動詞由来複合語における、項構造（動詞の取る要素を表示したもの）
に基づく意味解釈について、特に接尾辞の種類・役割に着目し、形態・統語のインターフェイス（接点）の観点
から、理論・実証の両面において多角的に解明したものである。動詞由来複合語の性質を検証すると共に、形
態・統語のインターフェイスを解明し、分析の基礎となるデータの質及び信憑性の向上を一定程度達成した、理
論的・実証的研究であると言える。

研究成果の概要（英文）：This research has shed light on the semantic interpretation of English 
derived compound nouns based on argument structure, with particular attention paid to the types and 
roles of suffixes, from a viewpoint of the interface between morphology and syntax. It can be 
considered as a theoretical and descriptive research that has made clear the morphology-syntax 
interface and improved the quality and reliability of data that constitute the basis of linguistic 
analysis.

研究分野：英語学・言語学（形態論・統語論）

キーワード： 派生名詞　動詞由来複合語　形態論

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで蓄積されてきた研究成果を生かしつつ、動詞由来複合語の性質を検証すると共に、形態・統語のインタ
ーフェイスの解明を前進させ、分析の基礎となるデータの質及び信憑性を高めた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 形態論を独立した部門として認めるべきかどうか、また認める場合、統語論といかなる関係を
持つのかという問題は以前から問われてきたが、分散形態論の登場により、この問題が改めて突
きつけられていると言える。 
 動詞の名詞化は形態論と統語論とのインターフェイスを探求する上で極めて重要な現象であ
る。名詞句（例：driver of a truck）に比べ、動詞由来複合語（例：truck driver）は派生名詞及
びその項をコンパクトに凝縮したものと言えるが、形態論の独立性について検証する際の格好
の対象でもあると言える。  
 名詞化においては接尾辞が重要な役割を果たすが、動詞由来複合語の派生・意味解釈に接尾辞
が果たす役割については名詞句に比べ、十分に検証されてきたとは言い難い。Roeper & Siegel 
(1978), Selkirk (1982), Lieber (1983, 1992, 2009, 2010) 等の研究により、動詞由来複合語にお
ける意味解釈には様々な制約がある点が知られているが、単に制約の列挙に止まり、それらの真
の性質は未解明の部分も多い。 
 コーパスが言語学研究に本格的に活用されるようになって久しいが、理論言語学研究におい
ては、分析の出発点となるデータの判断は、今なお研究者の直感に頼る面が大きい。 
 形態論においては統語論と異なり、ただ非文か否かの判断を超えた高度な判断を必要とする
為、話者の直感とコーパスの両者を適切に利用することで豊かな研究成果が得られる。 
 以上のような背景のもと、本研究に着手した。 
 
２．研究の目的 
 項構造・意味解釈を中心として、動詞由来複合語がいかなる性質を持つのか。形態論と統語論
のインターフェイスについて、動詞由来複合語がどのような知見を与えるのか。従来の形態・統
語研究において、話者の直感を基としたデータの文法性の判断は妥当であるのか。 
 自らの名詞句研究の成果を基に、動詞由来複合語に関する先行研究の蓄積を生かし、これらの
問題点を解明することが本研究の当初の研究目的であった。 
 
３．研究の方法 
 本研究は以下の４つのプロセスに沿って進めた。 
 (1)先行研究・データの収集：動詞由来複合語の形態・統語研究は、1980 年代以降に研究成果
が蓄積されているため、これらの先行研究を網羅的に収集すると共に、研究期間中に出版される
研究書・論文を収集し、学会に参加することにより、最新の研究動向に接した。所属研究機関で
は不足する文献については、国内外の大学図書館を利用した。インターネット及び大規模コーパ
スを活用してデータ収集を行ったが、信頼のおける母語話者の内省によるデータの文法性の判
断も不可欠であり、信頼のおける英語母語話者に文法性の判断を依頼した。 
 (2)データの分析：収集したデータを形態論・統語論の観点より分析・考察し、動詞由来複合
語内の意味解釈のメカニズム、派生・意味解釈が行われる部門、及び話者の直感・コーパスの効
果・妥当性の観点から詳細に検討することで自らの仮説の立証を進めた。 
 (3)研究打ち合わせ等：研究計画を円滑に遂行するため、研究協力者である Ad Neeleman 教
授（ロンドン大学 UCL）と面会し、本研究について助言を得た。一方、国内外の学会等への参加
等を通じて、研究者の意見・助言を得ながら研究を進めた。最終年度は新型コロナ感染拡大によ
り、当初予定していた海外での研究打ち合わせ及び国内学会への参加を全て中止せざるを得な
かった。 
 (4)研究成果の公表： 研究期間中、４点の論文を公刊することができた。上述の通り、最終年
度は新型コロナ感染拡大により、研究打ち合わせが不可能となった影響で、研究成果の取りまと
め及び公表が当初の予定より遅れている。今後、研究成果の取りまとめを進め、学会誌への投稿、
学会セミナーでの発表等を予定している。 
 
４．研究成果 
 本研究は英語の動詞由来複合語における、項構造に基づく意味解釈について、特に接尾辞の種
類・役割に着目し、形態・統語のインターフェイスの観点から、理論・実証の両面において多角
的に解明することを目指すものであった。 
 本研究を通じ得られた研究成果は以下の通りである。  
 (1)動詞由来複合語における項構造に基づく意味解釈を接尾辞の種類・役割に着目して分析し、
複合語内の意味解釈に課される様々な制約の根底にある性質を解析した。 
 (2)動詞由来複合語の派生及び複合語内の意味解釈が統語部門・形態部門のどちらで行われる
かを解明し、名詞句の派生及び意味解釈と比較した場合の動詞由来複合語の位置づけを明らか
にした。 
 (3)話者の直感に依拠した従来のデータの文法性の判断の妥当性について、コーパスから得ら
れたデータに照らして検証した結果、理論的主張が個々の研究者の容認性の判断に依拠してな
されており、実際のデータとの間に乖離が見られることを示した。 



 このように本研究はこれまで蓄積されてきた研究成果を生かしつつ、動詞由来複合語の性質
を検証すると共に、形態・統語のインターフェイスを解明し、分析の基礎となるデータの質及び
信憑性の向上を一定程度達成した、理論的・実証的研究であると言える。 
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